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　　　　糞

∠　心頭｝池心

の欝Z男爵薩層凝藻檎堤〈15，5＿Z）

　　郭内．恥蹴弗働擁離、騙三星α53の

　1こi引さ翫・きこれ，と橘型ノ〉痴星（1∫≦⊇一Z）を廊5斥日∫フ

　軽震｛二打ちLヴることを頃雄筆瀬発を憶う・

　　なお、衛星惇よ：ラ強盛齪測は、こρ添星〉・ノぐ隣、霞シ芝

　観測寒星・ご行うぞのと＝すう．

ζ2）　聯観測衡巽（R〃5）

　　繧ぎ繊〃り効率的刹甫を図るためにノオ要な：矯ラ流圏婦噴艮

　　　　　　　　　　　　　　　お　収、面忘の観：測、琶離磨0）親測及びこれら電轍に易響

　を与之る稲額の糎象あ観劇：並びにす医ピ漏話葦必

　顔曝露を哲≧フこヒを冒1豹とレた薩皮癬｝1衡星（尺！曽S）を

蜘60葬度に打ち上ヅ多こ払とレ、彩健吻ンスケム象

　ひ“ミッションづ搬番め綿発御：髪．一を億ク。

　　なあ・．観測は、太一彪動周期の少なくともノサイフル・

にわたって継統レて有ラ／巌カミあろのこ・衡星の薪命期

　に次：期痛尾を打ち上ゲるう。とする。
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ノ～、，璽彦域術獲f星

　の　」置彦枝三星ぐろ6丁β一θ〉

　　　聯嫡獅劾瓢恥豫榔1二郷携吻には・
　　’融利用め励年イ三囲る吻の危律身肇盈弓術め朗発

　　脚二三レ艦に痴て助購カミあ劫ど

　　劃凹凸星シ野ズと匠朗三生諺と％詣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　面、彦1噂三二星∠勉上との盈店髪1囲0拡表を．図ることを

　　助Σレ忽衝星間亘修拠栃め磋立を冬ぐOととレ、二

　　のために下落装揃下髪（ハ（つ丁5一（9）を彰和6／年三

　　ギニ哲ちヒザ三二とを臼裸に気シスラA反がミヅジヨソ槻

　　謬ノ）閣獅充三后うρ

び）　魎上2盈老衷術癖『星（ハごて5＿ノげ．4尺）

　　　現在の獅臼との旧きシステムぱ、品’頁、唐星等じ閣題

　　が多く・これを株潤すうために扇際柄陶4イン魚ダサヅ●

　　1惨気正0孝備ず進、められているが＼：ご託とば測に、一我バ

　　属〃咳薦に亀した海上弓庭シスヲムを開発サるこ：．とを員

　　的と1／て・三和ナ9耳．屡1づ勿上蓋～彦犠卿動墜（湾。7∫

　　一〃ハ震♪弓打ちぬヂ多ことと伝そ〃りためのシスヲム

　　玖グ三ヅシ鋤毅蓬珍爾発研％乏婚ク〃

ぱ⊃



　3、孝…絹衛星

　　の　突耐通彦衝星

　　　　聚蕨項・セ容聾…静雌壱蹟星〈ご5＞の剃発戴果双グ豪

　　　籐結渠憂踏4之で．ご5と副：艇猿〃ク爵望についZ奉才畿を

　　　膨湘ぶク葬友に、予備綴を耳ヲ和ダ2・昇妥に勲薩．」勾ミキ5ろ

　　　上ず参こと∠づろ、
●
　　　　書た、本ンステ痴誕無レて重三すろ・凱婁が回るので

　　　／旨星の爵，命瑚1ニノズ蜘弔衛星を着ち上一げ♪ウも4）とすう。

　　ω　実：用放送噺星

　　　　…
　　　　豪験用中聾痴塑鋳星（β5）の鱒発威果艮が柴竣締東

　　　を旛急之《、65∠肩規蕨、〃勧蓬を葬知∫〃昇バ峻熱二

　　　打ち上，ザ珍こ乙とンする．

　　　　なむ窃動寿糊に沢期衡心打ち均・“・玄ヲム

●　の星勧鱗そを函う岩のとする・
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文都濁

添禰嘗衛霧勃所冗三二計画

　の　捲本的弓三宅方

　　（∂諾樗衛雇博による野函；科懲研究め因蜘・愚救

　　　P新らレ）・導矧編域の鵡拓

　　　　　・描ぱ右来畷痩の豪庫乙レ（入遡こ多くの偵撚渉●

　　　　刈を教えて来た宏、ペェ衝）釜箸1コより尋勧エ関レて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ
　　　　画遡的な知：彪ボ右た…＞iれた憲誓柔、x縁、∂・線采文

　　　　琢や、太陵麹求間物纏挙∠いう釘むし・導礫費繊歪生

　　　　4ノに該た、これらによってフ・ラ・・㍉《物理～豹進展

　　　　に毛勿大の2る与総畷されっフあう．さ｛うに昇濁杢簡

　　　　・・塊上でゆ穿蜆ぞ＼きない畷境ゑ右っ臼顔、の与えた奨

　　　　駿皇ごあ劣そこ）こ棚サる纏瞬懇1ぱぞ偲レえな

・　いよう噺ウレレ＼競を擬らす脇うら．　●

　　　　　のしイ維勘姥中／ε乙弗三舞キ学孫鉛誌ギ

　　　　傷に関・ず移末知の法則御葺ら小冷りろ乙と匂コ、新

　　　　しい魏締域鋪拓し添類の薪来に六aな二四累

　　　　す鮪翻とをちフて、・る。

　　　ωノ蝋の・餌朗

幽

1刃

．　多

●

●

　　ペニ衡星箸ヒよリナ癩‘グ：乏の周辺乏爲敷脚コ綬

測レ乞｝コ却子レ（いる燭奉く科肇離緬賂：亥随含

硲に把厘レ跡先す参とば・・当術七忌めて重三な三味

　褒フ回すタのみごなく、人減の琶か燕ている聯境

　を明うかにレ．，號づ塚薮・欠場〃）予知・質菰つ採
　　　　　　　　　　　　　
　蛮二な：ど、広いあ舅に毛喫1献ずるも助ご＼あ参。

1の　三三ン久び生命現．敷（の超源と雄シ1乙の探炎

　　雌々太錫系の起深を採究寸ゐ（⊃と，㌫蔭愁耕惇

　の塗本田御題の一つゼあ汐。をのた，め｝詣感、肉あや

　6ば．さψ三二内天体の深査に．よりを）艮一ら7の楠舷と一を萌ウ

　がにレて旧く二ど於重要塗＼あるボ、覆0瞭、イ也のズ

　づ本における）三論：現象養直毒獲Lレ、堀蝋上の老々の

起蒜と幽ヒの三郷多年武籾が囑ら此る可能独参

　あむク

の新ウしい二浄疲三二L齪受閑

　　！〈．工纏堵の喜輔礁滋藤ぱ象くの極隈鮪枝術〃り縮

　尿塗あり・貯窃の種痢な畷瑛でぜ謡いろ議粧三無ナ

　多巌の〉スラムZレ《、；微能サる魂詰めあるところ

づ吻新旧し・露吸物劇齪繍を俊すことに

　なる。乏の身菌豪剃躯・分鷺反ム㍉雌鍬1之驚甘る

　　　　　　　　　　　④



波環劾棄と塞もに・将来1参・く．覆。繍安顛べぜ宙杢i

商に拡＼バる縫毛あるこ乙を考え収1ま一・彪翔！捧を：申

1εΣナう穿翻斗勤・廷は幅加・馬絹、納劾渠乏．毛っ毛

の払い．之よう。

②　扇性的動阿どの回忌

　　：科嘗研究，に制ナる囲蝶励力の塗葺裟／幽4・今後ま4せ●

　す乏φ比蜜に鯵盗夫づ｛うもめ彦r至『愚・されろが、・椅に含哲

　祠イ饗厨だ1ま一扇竣吻力が禾可四切分貯であ，る。既，（エ

　／ダ∫クー、ダ♪‘耳6か翌嘱む鯨諺芝凸凹八：来梶数：次’二わた

　ワ三際励力痴究蓼舞》畷さ託てきzあウ、，今廠省囲

　壕：協力看計：充．釧’画斥横極甥勺に：～参加レ《いくこと后勿論ビ

　あろが・…方．大門な三審翻鋤・え挙業にクいて㍉ま、

多囲謝筋力の千に災行レようとす緋耀…於世界蜘ユ島

ま1汐つあ先秘趨翻膨⑫との襯麓殴クっっ●

こ鉢の伽砺曝すべ綾2あち，

　　回想～ゴス〈ξ一尺シイヒノレに：よろ号笛科三三に我が

臨勿磁く鞭レひるが鍾・三三は・／卿
）孝｝等洋さ託（いるオ／〉欠ス〈ρ一スラグ豪彊｝留3けろ

　「粒3㌶犀族冒堂用い：な尋矯契駿（∫βPハ（二）言七乱
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○
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聾居．貯　晶　　　。肖　野『　へ

　φ参加とレて循実レた。こ札感桐互1乏益レ含ラ大型白

　：米身旨晩力疫蹟初のる4）で＼あ髪うが’、スへ9一スンヤトノレ

　詩画について1ゴ修・身疲桂々〃）移態勿珍加が彦えられ・

　編種浄づに珍頑働力を4そクでいくノ¢麹図る、・ま1た・碁

　星探査計亘に姓レ銘遂磁劾を右て、縮切暇ク彦

麺でき多よう｛易ヵすべ＼きぐあ復

　　二さら、｛〈ン掘釆1まζ三教戎國。引’動郎群する外囲の4劾口協

　力、勿珍いばメト囲以｝司〃㌃緋13＝働星計璽吻イ佳彦辱〃・篠

　貧毛埜薯と，なうク。

ご2）覆期的野考τぢ

　⑦　研究開平針画。揖嬉

　　　私讐像薩敦が乏死を用じた学笛科1多斉r究の分脅1ヰ、

　　次：のように・外獺される。

　　D　茅函：躍多

　　　の　廻疎及グじ地旅周辺．空葡　　　　　　　“

　　　のギ蟹里暫プラズそ環薮

　　　c）　太蕩反が癒星．

　　　づノ夫久・等苗菌．　　　　ピ

　　　8）　亭荏象庄癒身喜

ぐクつ



の　　著z哲コ＝：峯　．

　の酒灘｛痢こ点頭詣る≦導

　か）　部品にお～づろて珍美毅

　こ混ら0諾療脅について著来下下下し、勃1術重

多型、獣性嬉2鱒ミして甑ぞ覧マ噺だ課頭旧説覆レ、

を油疲紡サ観め罫う4絹理参工尊め箔●

三隅乏総計し先輿イ糊なプロジ£クbを鎌症レて、

その轡型セ凶フて循ぐ二巴ピレていな，

　笏こフミ強の契須・搬旨的能力、冴1究檬～声の可舵騰一

2動案レて衝査．レた下汐、・タ頒1一，おrフゐ君塔衛星響

帥ノ眺レた予期嚇協め考え句ざメ砺孟ゆである．

D斜繍星蠕動

　　科彦町屋にタ多地球・勉嫁下辺茂が牛曽獺の

華華を多ビ縦ヨ眺める。　　　　　　　　　●

　　こ、φ揚合、望量沢〃〆ラ額参どの‘薯・永型耕

　1獅星ほ．拶i動妊、《量消娃に屡起、三州究の対

象として毛帯してい勧ざ胃管にわた毒／、概ね

耳囑鑑簑捕均ゲヵシ琢であゑ／噸プヅトは

・斐・全株・綴〉貢柱にヂ乱れていろ4＞ゼ・爾体偵・ア》ト

ζ8）
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　枝4哲の一三。謎展の・憲朔（からも、　これらの灯上．

　げ＼はんク、コケヅトで衡クニ∠一が重首と考之る、　こ4ジ

置合・、橘豊の軽．蔓イ乙、・獲進薬1の改欝、・鮪吃筒上

｝《謝ろ三三勉痢入れて、9ケット椥勧

辱》丞複1回し資す・うよう蹴回すハこさであろう。

　　～方、／タ雰ノ誓ヒ／》＼ると：、観測の御蕃化、艇

、／創乙のために・よリプく型一の纏臓麦三皇瘡爺レ・爾

矯彦の桐隔乞プ丁、六三窪〃つノ虜麹飲碍柴力を下之，た

　ユ8、クρ≦一ク〃・κ浄叙の六謝誉衡星iΣ、乏れ

刻toこソシヨン比最遜レ岬彪脈お多上ず多

三脚老出てぐる・ぐあうラ。

の醗協力計画
　　／ク9が年水に娼まろズへρ一ズシマト～り／ズベ

　ーズヲブ門門り二趨Fしてぱ、第こ次画の桑磧、づ守釆の

魔履捗乞蓼慮しつつ、綾極的1ご多畑ナ．うよう錫めゐ

　ノ丈肇・伏あろク、珍回診形毒墓∠レ（ば、現乏老加り

汝フた≦EPオ6計・画のように大型豪躾嫉置の絹

溌翅が（の多加乙とも匹、ギ・ノト鎌魂籔籔

爆によう両膝外国で錦発した六型昊三族董乃刺

　吊などが彰えら’れる．：更｛2狩来1ま函内の欄を緬

　　　　　　　　　　ピ分



馬

集レ鳥や列b涙蝿掴等諺蜘る膨要翻
う：う、

　劾三島盆計亘についても物動ちカを冒威レて再

三鈎勿口ご笏よ甥心す鳥影筋う心
える、，

　以上1二述ンミた殉受計郵を肥馬ぢUl（蓼建レたの属別●

ゑ・り辱斗勇・綾凄堵・1こよ多智験計重モラ㍉レ・2ぐあるク

呼・聡警繍星ぜぱ3繍・歩竪縞和州プラズて

〃馬身ぐ丘×∂5シ1リーズジ獅易’寒星反が天ヌ、

春・笛圏の・ク〉下多ぐン『一∫ア尺ρシリニ・ス㍉か寒星丁丁，ピげヵミ

衡わノ民・塗れらのゑ系を夙きぐ注いご’．1｝隣欠大型，群筈

縁星を3ヒ蕩す多・これら。計箇に、β・・ブ〈簸の×、グ

線望姦髭鼓類・する．鯉天ズ儲：響く瞬1科～挙研％引

攣恥又ば櫛唾屠星汰湯，網曳！の天めのうグラ●，

ンジユ足熟衛蓬など汐シ参まれるごあろう、葉ま’た、こ

れ互〉の牙斗塩衛星は：、；勤曼の倒動雌派が澱器、髭ん

だ動か舜ゆ高効葬あ揖初縦教術、る種勿ゼンシン

グ致術、回収技術響1《関サ診穿織工肇研究の）残累空

＋沼田5包て、蒋衆廠腰の擁大レた穿働院渇

ト

ク
5
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●

臨＿鴫＿＿印

勃を可能とすろ裳盤が丞勧横古るよグ瓢薩ナると

　ともに、これら工三所究を省うための該嚢衝星を打

　づ」二げ＼る眺要もあると考之られ，な。劉潔協力茎漿と

　レ（は、久く匹スシぞト、レ計画ゑ〆等星探査計画

　（太陽及び惑星間杢間を存む。）があう・

　　なわ、二うし元研先の梼来〃計画につし・てゆ身

　4跨下え撃発あテンポ・、研究〃）豪績・副畷弓弩同、

　廊％互めぐる二条イ宰謬どに．ノく窒く享勿薯さ溶しるこヒが

　彦之下膨、／虻蓼に庵じ産し爵乏の兎董レを乞う二とカで

　泌奪であると老κられている。

②　襯発後ノ）利用構耀・

　　科誉衛昏々それを鯖い《薦わ救ろ硫に．よフ徹各

　ら才てた知啄威禦は広く広開レ、画内タトに執乃些

　術〆1進／敷に寄与搾ると：ともIZ、教則鋤二おけろ夢函

跨下慧縫を堵い、契刹彫衝勿穿宙1競射動姥

　肩劾に劉弔でノ！しるで劾ろづ。　　　　．

　　ス〈o一尺シヤヒル孝γ重μ二・易加亥ろブ三め｝二絹発ご哲

　を犬型実蕨職峯ゆ一轟初の碓i翔豪：駿〃僧門翼｝コ何｝二よ

　ソ引＝き《たき豪蕨に剃二二Aく．鷹るレ、　きた、外囲力ここ

　／睦歪欄はうどすタ豪蕨計画こ列・剣よ祥平鮒

　　　　　　　　　　　07♪



峯

　　　　～奎　　　　　ボ

に対誕す多ごとにより、亘際協力の夷乏上ゲな：二と

も可能であろ。

く3）ヨ痴夕与程三升蚕

　の　三和5一／年屡衷灸め芽・騨聚畜や動に’従フて、照和

　　ご㌧Z年度にラrす考1科三星：くβ×06一ハ），照和

　　53牟浸にぞ6号下落三星（Eパ〃5－6⊃ρグイ●

　　4・多斜聯髪（CO尺ε／4一ム）、豆彦和∫5坪庚江オ

　　ク毛三七星（ハβ丁只〃順）凌打多上ザる．

　②　ジr8考糾ノ渉衛星（．45「「尺ρ一15⊃を彪釦5ク葬

　　浸に打ち上ヴる．当初ば♪薙和∫3穿・藁傷嘲ハこ

　　土（∫ちbデるナ4考斜客三星（乙ク尺5、4一か）〃ノ威

　　界を二左とに、巌：和夕6耳ノ亥に打ち！二け㌧参こ．とを目森

　　に二三ナろこよ≧して，▽三沢一究4多科考衝星

　　ぐω薦ルム）1受クい∴勿復若物設計蓑●

　　三三〆滅能．毫加箸によク・．打上ザ乏影和5－3耳凌

　　（ム期）に叉更する擁婁ヵ㍉生びたたあ、これに層い、
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